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環境要因の変動によって生物はストレス応答を
示す｡野生のサルとケージ飼いのサルの問では環
境･生活状況などの条件が異なるため､行動･餌
の欲求度･体調 (生理的変動)に変化が見られる｡
これらの変化はストレス応答に関与する賎つかの
酵素の誘串 ･措性化などの制御機構の変動によっ
て起こるものと考えられる｡サルではその突放に
ついては未だ報告されていない｡本研究ではニホ
ンザルのストレスについて環境･生括状況の変動
との視点からストレス応答の制御機梢を酢粥レベ
ルで解明することを目的とする｡
1998年度は.ニホンザルの-個体から分離した
脳･円･肝臓･心臓･帽臓･筋肉を破砕後.超遠
心分離して7.rTtた可溶性画分･脱画分(3回洗浄)のス
トレス応答関与の酢索活性をmTl定した｡各臓器の
両画分でデヒドロアスコルビン酸退元群索の活性
が顕著であった｡アスコルビン酸酸化群衆の活性
は各臓器からの可溶性画分で見られたが､脹画分
では肝臓以外には見られなかった｡カタラーゼの
活性は肝臓の可溶性画分では見られなかったが､
他の各臓器では可溶性画分で活性が顕著であった｡
02~を分解する一九 H202も生成するス-/ド
オキシド･.ジスムターゼ(SOD)とグルタチオン還
元酢索は各陥崇旨とも両画分で活性が見られた｡臓
鰐の確析･細胞内の局在の違いにより酵素の活性
は兄なっており､これはサルの環境要因･生措状
況によって臓器で受けるストレス応答に差穴が生
じていると考えられる｡
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